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　ここ数年文部科学省や総務省は、小学校以
降 の 児 童・ 生 徒 に １ 人 １ 台 の 情 報 端 末 な ど
の ICT（Information and Communication 
Technology）環境を整備して、教育の情報化を
進めています。幼稚園はその対象外ですが、海外
では全米乳幼児教育協会が、２０１２年１月に
“Technology and Interactive Media as Tools 
in Early Childhood Programs Serving Children 
from Birth through Age 8” をまとめて、教育者
が保育のねらいを支援するために、意図的に保育に
テクノロジやインタラクティブメディアを上手に組
み合わすことで、子どもたちの学習能力と創造性に
寄与する可能性がある、と述べています。本稿では、
保育でのインタラクティブメディアの活用、双方向
のやり取りによる遊びの発展に注目して、タブレッ
ト端末とテレビを取り上げ、その活用により保育の
幅を広げる方法について考えます。
　小型で持ち運びができるタブレット端末が普及し
はじめ、家庭で保護者と一緒に、または幼児ひとり
で遊ぶことを前提とした知育アプリも開発されてい
ます。幼稚園では、タブレット端末を活用して知育
アプリで遊ぶイメージが広がらず、普及していませ
んでした。しかし近年、保育に取り入れやすいアプ
リが開発され、活用事例が見られるようになってき
ました。例えば岐阜県大垣市では、食育をテーマに
アプリを開発して、市内の幼稚園・保育園に、学び・
楽しみながらタブレット端末に触れる機会を提供し
ています。また民間では、( 株 ) スマートエデュケー
ションが、21 世紀型スキルの育成をテーマに、創
造力・チームワーク力・IT 活用力の 3 つの生きる
力を保育で育てることを目的とした 3D 折り紙や絵
本などのアプリを開発しています。タブレット端末
を活用した保育実践には、活動を振り返る視点が組

み込まれています。例えば、タブレット端末のカメ
ラ機能で撮影した写真への拘りを友達に伝えたり、
制作アプリで遊んだ後に、作品を見ながら工夫した
点を発表したり、と活動の振り返りを行います。子
どもたちが活動を振り返ることで、友達の話を聞き、
自分の意見と比較、関連付けたりして、交流が活発
に起こります。タブレット端末の活用が、コミュニ
ケーションの起点になっているのです。
　メディアの活用がコミュニケーションの起点とな
る考え方は、保育でのテレビ視聴でも言われていま
す。家庭でのテレビ視聴との違いは、「教諭の保育
のねらいに適した教育的配慮のある番組の選択」と

「集団での視聴による想いの共有」にあります。例
えば、幼児に土や水の中の生き物について話をする
時など、言葉だけではイメージが伝わらない場合が
あります。そこで、幼児の興味・関心を高めるため
に『しぜんとあそぼ』などの番組を視聴することで、
言葉からのイメージを具体化できたりします。また、
集団でのテレビ視聴では、子どもたちの自由な思考
や発想を認め、多様な発言や表現を共有する場を設
けることで、主体的・能動的に活動することも可能
となります。子どもたちが、テレビから映像のメッ
セージを受け取り、思考と創造を繰り返す過程で、
独り言を呟いたり、友達と話したりと、コミュニケー
ションが生まれます。番組視聴をきっかけに、会話
が生まれ、活動がはじまり、そして人と人がつなが
るのです。
　教諭が、タブレット端末や番組をコミュニケー
ションの起点となるように、保育をデザインできた
時、また保育でのねらいの達成にメディアが有効で
あったと実感できた時に、保育の幅が少し広がった
と感じることができるでしょう。

保育の幅を広げるメディアの活用

園田学園女子大学　教授　堀　田　博　史

視点
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／坪井久也政策委員長から資料をもとに説明があり
ました。
■報告案件２：組織強化・幼稚園制度検討会議の答
申について／水谷豊三組織強化検討会議座長より、
組織強化検討会議の答申が示され、資料をもとに説
明が行われました。また、安家周一幼稚園制度検討
会議副座長より幼稚園制度検討会議の答申が示さ
れ、資料をもとに説明が行われました。
■報告案件３：会務運営報告について／各委員会委
員長、プロジェクト座長から会務運営報告がありま
した。
■（公財）全日私幼研究機構からの報告／田中雅道
（公財）全日私幼研究機構理事長等から、機構の活
動状況などの報告がありました。
� （調査広報委員長・四ツ釡雅彦）

全 日 私 幼 連 の 会 議

● 1・２７団体長会・理事会合同会議

平成 27年度政府予算について報告

　全日私幼連の団体長会・理事会合同会議が１月
27日、東京・東京ガーデンパレスにおいて開催され、
58名が出席しました。
　議事に先立ち、平成 27年度政府予算について文
部科学省の淵上孝幼児教育課長、矢野和彦高等教育
局私学助成課長から資料をもとに説明が行われまし
た。
　議事に移り、議長に上田雅裕理事（富山）、西谷
正文（島根）、議事録署名人に藤内隆志理事（三重）、
波多野和雄理事（鳥取）を選出しました。
■審議案件１：国の子ども・子育て会議への意見書
について／北條泰雅副会長から資料をもとに説明が
あり、審議の結果賛成多数により承認しました。
■審議案件２：平成 27年度全日私幼連会費につい
て／田中辰実総務委員長から資料をもとに説明があ
り、賛成多数により承認しました。
■報告案件１：幼児教育無償化の活動状況について
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● 2・１７常任理事会

平成２７年度政府予算について報告

　2月 17日、東京・私学会館において常任理事会
が開催され、35名が出席しました。香川会長の挨
拶のあと、議長に尾上正史副会長、議事録署名人に
川畠教孝常任理事、松下瑞應常任理事を選任し議事
に入りました。
■報告案件１：会務運営報告について／各委員会委
員長、プロジェクト座長から会務運営報告がありま
した。
■審議案件１：平成 26年度補正予算案について／
田中辰実総務委員長より資料をもとに説明が行わ
れ、審議の結果賛成多数により承認しました。
■審議案件２：平成 27年事業計画案について／各
委員長より説明があり、審議の結果、原案を一部修
正し承認されました。
■審議案件３：平成 27年度組織強化費について／
田中辰実総務委員長より資料をもとに説明が行わ
れ、審議の結果賛成多数により承認しました。
■審議案件４：平成 27年度収支予算案について／
田中辰実総務委員長より資料をもとに説明が行わ
れ、審議の結果賛成多数により承認しました。
■審議案件５：全日私幼連会則施行細則改正案につ

いて／田中辰実総務委員長より資料をもとに説明が
行われ、賛成多数により承認しました。
■（公財）全日私幼研究機構からの報告／田中雅道
（公財）全日私幼研究機構理事長等から、機構の活
動状況などの報告がありました。
　澤田豊副会長の閉会の言葉で終了しました。
� （総務委員長・田中辰実）

全日私幼連

後継者育成研修会が開催される

� ２．１８

　２月 18日、東京・私学会館において、私立幼稚
園の次代を担う園長先生や後継者の先生方を対象と
した「後継者育成研修会」が開催され、全国から約
100人の先生方が参加しました。
　はじめに、橋本幸雄経営研究委員長の概要説明が行
われました。研修会の主な内容は下記のとおりです。
●�講演／「労務問題について」講師：指吸労務セン
ター特定社会保険労務士・平幸次氏
●�ワークショップ／各グループに分かれ、自身の体
験談や現在抱えている悩み等を討議し発表しまし
た。



公益財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

第６回ようちえん絵本大賞は、“子どもに読み聞かせたい絵本”、“お父さん・お母さんに読んでほしい・お勧め

したい絵本”を選考の基準として、（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構・調査広報委員会が最近出版さ

れた絵本の中から選考を行いました。その結果、特別賞３作品を含む１４冊の絵本が絵本大賞に選ばれました。

調査広報委員一同、これからもたくさんの絵本との出会いの一助となるよう努めてまいります。なお、参考までに

調査広報委員会が絵本の紹介文を記載させていただきました。 

第６回ようちえん絵本大賞 受賞一覧
絵本名・作者・出版社名 絵本の紹介

特

別

賞

公財全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
理 事 長 賞

ちきゅうがウンチだらけにな

らないわけ

松岡 たつひで 作

福音館書店

人も動物も鳥も魚も昆虫も、生き物はみなウンチをしま
す。人はトイレでしますし、犬は飼い主に拾ってもらいま
す。でも野生動物はみんなどこでも構わずウンチをしていま
すね。鳥は飛びながら、魚は泳ぎながら海や川の中でウンチ
をします。地球上にはこんなにたくさんの生き物が住んでい
るのに、みんながその辺でウンチばかりしていて、地球はウ
ンチだらけにならないのでしょうか？そんな素朴な疑問を一
匹の飼い犬の視点を通して解き明かしていく、これは楽しく
ためになる自然科学絵本です。

調査広報委員長賞

シニガミさん

宮西 達也（作・絵）

えほんの杜

ショッキングなタイトルに、どきどきしながらページをめ
くると、「じぶんが死ぬ日をしっているひとは だれもいませ
ん」と意味深なフレーズ。弱ったコブタを食べようとするオ
オカミが出てきて・・・。怖いお話かと思いきや、相手を思い
やる心がちりばめられて、ほろりとするお話です。ハッピー
エンドの顛末もなんだか嬉しい。「シニガミさん」は本当はい
い人だったのです。

こどもがまんなかＰＲＯＪＥＣＴ賞

へいわってすてきだね

安里有生 詩

長谷川義史 画

ブロンズ新社

子どもたちは「戦争」の場面については上手に描きます。

でも、「平和」の場面については苦手な子どもが多いようです。

この絵本は、沖縄の小学校１年生の安里有生君が書いた「へ

いわってすてきだね」という詩に、長谷川義史さんが絵を添

えた作品。少年の平和への真直ぐな思いが沁み沁みと伝わっ

てきます。
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絵本名・作者・出版社名 絵本の紹介

ちょっとだけまいご

クリス ホートン 作

木坂 涼 訳

出版

巣から落ちてしまい、お母さんを見失った「ちびフクロウ」。優
しいリスの協力を得てお母さん探しを始めました。リスからお母さ
んの特徴を尋ねられるのですが、上手く説明ができませんでした。
そのため、リスは熊、兎や蛙を母親だと思ってちびフクロウを連れ
歩いたのですが・・・。でも、皆お母さんとは違う！！！

よるのきかんしゃ、ゆめのきしゃ

シェリー・ダスキー・リンカー 文

トム・リヒテンヘルド 絵

福本友美子 訳

ひさかたチャイルド

この絵本は文章も絵もとても上質なもので、お休み前に読み聞か
せをすると、楽しい夢をプレゼントできること請け合いです！
おまけに、絵本の最後のページにはこの本に出てくる鉄道用語

（※ホッパ車・ゴンドラ車等）の説明も添えられているのが嬉しい
ですね。とにかく「絵」がすばらしい！

クネクネさんのいちにち

きょうはマラカスのひ

樋勝 朋巳 文・絵

福音館書店

作者の樋勝朋巳さんは、元々は銅版画家として活動され、この作
品が初めての絵本の出版です。クネクネさんをはじめ、登場する仲
間たちのキャラクターは、風変わりというだけでなく、「ほのぼの
と楽しくなってしまう」そんな仲間たちです。読み返すごとに気に
なるページが変わります。ストイックにマラカスの練習に打ち込ん
でいるクネクネさんが気になったり、仲間たちの優しさが気になっ
たり、皆さんはどのページが心に残るでしょう？

ぼくのニセモノをつくるには

ヨシタケ シンスケ 作

ブロンズ新社

やりたくないことをやらせようと、けんたくんはニセモノロボを
作ることにしました。完璧なニセモノになるためにロボはけんたく
んのことを知りたがります。そこでけんたくんは自分のことをロボ
に説明しようとしますが、改めて自分のことを見つめ、説明しよう
とすると「自分らしさって？」「人からどう思われている？」考え
れば考えるほど複雑でややこしい。自分を知るということはちょっ
と面倒だけど、とってもおもしろいかも・・・。

どんぐり

エドワード・ギブス（作）

谷川俊太郎（訳）

光村教育図書

ちっちゃなきいろいどんぐりがひとつ、地面に落ちて転がりまし
た。いろいろな動物たちがやってきて「うーん、おいしそう！」と
食べようとするけれども、どんぐりに「いまはたべないで」と言わ
れ・・・。お話はつながっていきます。
ことばのリズムとくりかえしが楽しい絵本です。

ぞうくんのおおかぜさんぽ

なかのひろたか 作・絵）

福音館書店

ある大風の日、なんだか嬉しくなった“ぞうくん”は散歩にでか
けます。すると大風に吹かれて、仲良しのかばくん、わにくん、か
めくんがごろんごろんと転がってきます。転がってきたみんなは、
大風の中、力持ちのぞうくんに後ろから支えられ、一緒に散歩にで
かけることに……。子どもたちは絵を見ながら、ハラハラ、ドキド
キ、最後にはにっこり笑顔になります。「ぞうくんのおさんぽ」シ
リーズの３作品を読み比べて楽しんでください。

おうさまのおひっこし

牡丹靖佳 作

福音館書店

不思議な不思議な絵本、夢でしか出会えないような絵本です。
主人公は、恥ずかしがりやの王様と６人のあわてんぼうのおともた
ち。お話もさることながら、絵の色彩が豊かで、大版のスカーフに
欲しい位です。

いやっ

トレーシー・コーデュロイ 作
ティム・ワーンズ 絵
三辺 律子 訳

ブロンズ新社

子どもがみーんな通る“イヤイヤ期”。
すべてのパパとママに贈るキュートな絵本。
アーチーはかわいいね。みんながそう言います。ところがある

日、アーチーが新しく覚えたことばは、それは「いやっ！」。
おふろの時も、寝る時だって「いや！いやーーっっ 」
ついには「いやっ！」しか使わなくなり、保育園でとうとう大変

なことに・・・。大人気『ごめんね』に続く第２弾。
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絵本名・作者・出版社名 絵本の紹介

わたしはあかねこ

サトシン 作

西村 敏雄 絵

文溪堂

真っ白なしろねこかあさんと、真っ黒なくろねことうさんから生
まれたきょうだい５匹の中で、わたしだけがあかねこ。ほかの４匹
は、みんな白と黒の模様のねこ。みんなは私だけが赤いことを心配
して、いろいろ試してくれました。でも、私は、きれいでかわいい
自分の色が大好きです。これがあかねこの生きる原動力となって、
自分で自分の道を切り開いて行きます。自己肯定感を持つことの大
切さがひしひしと伝わってきます。

ゆきがふる

蜂飼 耳 文）

牧野 千穂 絵

ブロンズ新社

雪が教えてくれる、もっと大切なこと。
ふうちゃんは、雪の日にだけ現れるまだ誰も通ったことのない道

の先に行ってみた。
そこには、大きな「ふわふわころり」と雪を降らせる「ゆきぐ

も」がいて・・・。
雪の森をぬけて、少年は一つ成長する。この冬いちばんの冷たく

て温かな物語。

いくらなんでもいくらくん

シゲタサヤカ

イースト・プレス

町はずれに突如できた何でも屋。店主はイクラのお寿司、いくら
くん。お殿様に呼び出されてお城に行くと、次から次へと無理難題
を出されます。しかし、いくらくんは「あいよ」と言ってはお殿様
のお望みの物を次々に頭の中から取り出します。花火をと言われれ
ば花火を、ピザをと言われればピザを。それが全て本物なので、い
つしかお殿様はいくらくんの虜になって、メロメロの骨抜きになっ
てしまいます。さあ、次は貴方がいくらくんの虜になってみてはい
かがでしょう？
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公益財団法人 全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 

第６回 幼児教育実践学会 
本学会の位置付けは、本財団が主催する実践を中心とした全国研究会です。 

 

第１次案内（予定） 

●テーマ 「子どもの『今』に寄り添い、子どもと『未来』をきずく」

～保育臨床の視点を大切に、保育の質を高めよう～

●趣 旨

幼児教育の実践を豊かにし、幼児教育の有用性を社会に示すことで、子どもの育ちが最優

先される社会が実現されることを目指して、平成 年度、幼児教育実践学会がスタートし

ました。本学会では、３つの柱により学会運営を行います。

①発表者には、実践を踏まえた研究発表を行い、できるだけ映像等を使用する

②参加者は、生きた研修のメイキングの仕方を学び、地区・都道府県から各園に周知す

る

③保育実践者と研究者が共に育ちあう

●期 日 平成 年８月 日（火）・ 日（水）

●共 催 公社 福島県私立幼稚園連合会

「第３回福島県私立幼稚園教員研修大会（郡山大会）」

●予定会場 福島県郡山市 郡山女子大学

●参加資格 幼児教育関係者

●定 員 人

●参加費 円

大会の流れ（予定）

○第１日目

： ～ ： ： ～ ： ： ～ ： ： ～ ：

開会式

表彰式

シンポジウムⅠ

（震災関連）

シンポジウムⅡ

（園内研修）

保育者と研究者の

交流懇親会

※昼食のご用意はありません。各自でお取りください。 
※「表彰式」では、本財団の平成 26 年度優秀教員表彰者を表彰します。 

○第２日目

： ～ ： ： ～ ： ： ～ ：

口頭発表①
昼食休憩

ポスター発表
口頭発表②

※終了後は各自解散となります。 
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参加を希望される方へ

○第６回学会への参加申し込み期間は、平成 年 月 日（月）までです

○「開催要項」及び「参加申込書」は 月初旬に改めてご案内させていただきます

○参加を希望される方は、参加申込書の提出が必要です

○参加者は「参加申込書」に必要事項を記入し、平成 年 月 日（月）までに、所属の都

道府県事務局の指示に基づいて、都道府県団体事務局へ「参加申込書」を送付してください

○普通会員または賛助会員以外の発表者については、本財団へ直接申込書を送付してください

＊普通会員は、都道府県私立幼稚園団体に加盟している私立幼稚園です。

＊賛助会員は、本機構の目的に賛同し、その事業に協力する個人、団体又は企業です。

○参加費 円も「参加申込書」と同様に、都道府県団体事務局の指示に基づいて、所属の

都道府県団体事務局へ送金してください

○原則、当日参加は受け付けません

○定員に達し次第、締め切らせて頂きますのでご了承下さい

発表を希望される方へ

【発表資格】発表者は、次の条件を満たしていることが必要です。

①幼児教育の実践に携わっていること。或いは、実践を基に研究を行っていること

②平成 年 月 日（月）までに「口頭発表」（地区・都道府県）、平成 年 月 日（月）

までに「ポスター発表」の申込書・企画趣旨概要を提出済みであること

③発表者は大会に参加して発表ならびに討論・質疑応答に参加すること

【研究・発表形態と条件】

①保育実践をより豊かにすることを目指すことから、実践を踏まえた研究であること

②特に地区からの発表には、保育実践者と研究者が共に育ち合うといいう意味からも、でき

るだけ大学等の共同研究者にも参加して頂きたい

③研究発表が一方的な発表に終わるのではなく、参加者が提案事例をより共有しながら進め

られるように出来れば動画や写真など映像等を用いていく。

④既発表のものでも構いません。

⑤発表は園児、保護者等の個人情報等の管理等について発表者の責任において行ってくださ

い。

【口頭発表（地区・都道府県）】

①申込方法

・申込書・企画趣旨概要を都道府県団体事務局へ申し込みを行ってください

・締切：平成 年 月 日（月） 宛先：各都道府県団体事務局

・申込書のフォームは本財団ホームページからダウンロードができます

②発表要領 （ セッション 分）

・発表時間は 発表につき 分～ 分程度、残りの時間を質疑応答協議とします

・発表後、座長の進行で討論を行います

・討議の時間が十分に取れますように時間配分にご配慮ください

・発表に際しては、出来るだけ実践での映像等を用いて参加者が提案事例をより共有しやす

いようにしてください（ＰＣは各自持参ください）
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【ポスター発表（園・個人・研究者）】

①申込方法

・本財団に申込書・企画趣旨概要をメールにて申し込みを行う

・締切：平成 年 月 日（月） 宛先：

・申込書のフォームは本財団ホームページからダウンロードができます

・普通会員または賛助会員以外の発表者については、発表費として１発表あたり 円を

いただきます。発表費は参加費をお支払いいただく際にあわせてお支払いください

＊普通会員は、都道府県私立幼稚園団体に加盟している私立幼稚園です。

＊賛助会員は、本機構の目的に賛同し、その事業に協力する個人、団体又は企業です。

②発表要領

・１セッション 分

・発表者は、縦 ㎝×横 ㎝ 枚のスペースに実践研究の要旨・図・表・写真などを貼

ったポスターを準備し、会場で質問に答えながら自由に討論を深めます。セッション時間

中は、必ず在席してください

・発表ポスターは各自が持参し、２日目に所定の場所に貼り、終了後各自で撤収し、持ち帰

りください

【発表区分】

・研究発表希望者は、本財団の研修俯瞰図の内容区分から選択してください

【その他】

・「開催要項」及び「参加申込書」等の発送は、４月上旬を予定しています

・宿泊先の確保、交通チケットなどは各自でご予約ご購入ください

問い合わせ先（参加の方法、研究発表の方法、学会内容など）

公益財団法人 全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

〒 東京都千代田区九段北 私学会館別館４階

☎
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○幼児教育実践学会の３つの柱

【１】この学会で行う研究は、保育現場での実践を踏まえ、発表は事例を用いて、現場にフィ

ードバックできることを念頭に研究会では参加者同士が活発に意見交換を行う。

ア．保育実践をより豊かにすることを目指すことから、実践を踏まえた研究であること。

イ 研究発表が一方的な発表に終わるのではなく、参加者が提案事例をより共有しなが

ら進められるように出来れば動画や写真など映像等を用いていく。

ウ 保育実践者や研究者など参加者同士が活発に意見を交わす事を大切にしながら保育

現場にフィードバックできる生きた研究になることを目指していく。

【２】生きた研修のメイキングの仕方を学び、全ての園の園内研修が充実するように

今、すべての私立幼稚園、一園一園の保育の質の向上、つまり一園一園の保育者、保

育者集団の資質向上が求められている。そのためには、対外的な研修もさることながら、

各々の園で行われる“園内研修”が質を高めるための根幹となるべきである。園内研修

は、日々同僚性の中で効果的に行われ、保育者が仲間に支えられながら自信をもつこと

ができたり、課題を明確にしたり、結果的に教師集団としての質が高まっていくことが

重要である。つまり、比較的経験の浅い先生の多い私立幼稚園では、保育者同士が互い

に同僚性の中で支え合いながらチーム○○幼稚園として力を発揮していくことが重要

ではないだろうか？

そのために、この実践学会の役割の一つとして、生きた研修のメイキングの仕方を学

び実践学会から地区へ、そして最終的には全ての園の園内研修に活かし私立幼稚園の質

の向上を目指す。

【３】保育実践者と研究者が共に育ちあう

今、保育の現場では、研究のフィールドを保育現場におき、子どもにとってふさわし

い保育や生活がより豊かになるように実践を理論的に支えてもらえる研究者が求めら

れている。保育者や園長など保育実践者と研究者が本学会をきっかけに出会い、そして

共に育ち合う関係を目指す。  
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〔発表要領〕
●ポスター発表できるのは（園・個人・研究者）です。
●ポスター発表は 日（水）に行います。
●ポスターは各自で持参し、所定の場所に貼って、
終了後各自で撤収し、持ち帰りください。

●発表者は、縦 ㎝×横 ㎝ 枚のスペースに、
実践の要旨・図・表・写真などを貼ったポスターを
準備し会場で質問に答えながら自由に討論を深めます。

●セッション時間中は、必ず在席してください。
〔発表申込み方法〕
● での申込みとなります。
●メールアドレス
●申込み及び企画趣旨概要 締切： 年 月 日（月）
●詳しくは本財団のホームページをご覧ください。

「子どもの 
『今』に寄り添い、 
子どもと『未来』をき
ずく」 

保育臨床の視点を大切に、
保育の質を高めよう 

公益財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

第６回 幼児教育実践学会

■期間 平成 年８月 日（火）・ 日（水）

■会場 福島県郡山市 郡山女子大学

お問い合わせ：公益財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

〒 東京都千代田区九段北 私学会館別館 階電話： メール：

2015.  4 私幼時報　11



12　2015.  4 私幼時報

（公財）全日私幼研究機構・第 5回幼児教育実践学会



2015.  4 私幼時報　13

【口頭発表 概要】



子どもの学びを深める絵本とのかかわり 
～身近な生き物や自然との出会いを通して～ 

岡林 明子（若草幼稚園） 

１ 研究目的 
日々の生活の中で、子どもたちはダンゴ虫やカタツム

リ、落ち葉など、身近な生き物や自然物に出会う。保育

者は、それらに興味や関心をもって関わってほしいとい

う願いを持っている。そこに教材として絵本はどう位置

づいていくのだろうか。本研究は、お話し絵本、科学絵

本、図鑑を視点にして、子どもの学びを深める絵本との

かかわりについて、事例を通して明らかにするものであ

る。

２ 事例 
（１）ダンゴ虫と絵本

入園した子どもたちが、最初に出会う生き物がダンゴ

虫だった。園庭や保育室前の花壇など身近な場所で見つ

けることができる。すでに名前を知っている子どももい

れば、初めて出合う子どももいて経験に差が見られた。

友だちが触っている様子を見たり、自分で触ったりしな

がら次第にたくさん集める事を楽しみ始めた。 
毎日ダンゴ虫を集めることを楽しむようになった頃、

「ころちゃんはだんごむし」という絵本を読んだ。見た

ことのあるダンゴ虫のお話に、「知っちゅうで。」「つ

かまえたことある。」など口々に言いながらお話の世界

に入っていった。絵本を見る子どもたちは、ころちゃん

になった気持ちで見ているようで、ころちゃんが危険な

時には体をすくめたり、「あぶない！」と声に出して知

らせようとする姿が見られた。 
次の日、子どものかかわり方に変化が見られた。今ま

では、見つけたダンゴ虫だけをカップやバケツに集めて

いたのに、絵本の冒頭で葉っぱを食べているシーンが印

象に残ったのか、葉っぱをケースに入れる姿が見られた。

また、地面の上にいるということからケースに砂を入れ

る姿もあり、ダンゴ虫の家を意識する姿があった。 
たくさんダンゴ虫を集め、かかわりを深めていくうち、

「これがおかあさんで、これがあかちゃん。」と言った

り「おなかになんかある！」と発見をするなど、大きさ

や色の違いだけでなく、他のダンゴ虫との違いに気付く

ようになった。そこで今度は写真を多く使った科学絵本

を読んだ。その絵本からダンゴ虫は生まれた時は白く、

皮を脱ぐごとに色が変わり大きくなることや、お腹に持

っていたものが赤ちゃんだということがはっきりとわか

った。そして、拡大された写真で脱皮する様子や、葉っ

ぱや脱いだ皮を食べるところを詳しく見ることができた。 
また、ダンゴ虫のうんちが土の栄養になることも知り、

栽培していたスイカの畑に捕まえたダンゴ虫をいれる姿

が見られ、知識を行動に表す姿が見られた。 
＜考察＞ 
お話し絵本の世界へ入り、ダンゴ虫のころちゃんの驚

きや冒険や安心に心を合わせていくことで、子どもたち

はダンゴ虫に親しみを持つようになった。次の日には、

自分の捕まえたダンゴ虫を写真で詳しく見ることができ、

今まで見ていたことがよくわかるきっかけとなった。た

だの物として集めていたダンゴ虫を自分と同じ命のある

存在としてとらえられるようになり、わかったことを遊

びの中で試す姿があった。日々の試行錯誤と絵本との往

復活動が子どもの知的好奇心を高めていくということが

いえるのではないだろうか。 
保育者はそんな子どもの姿を支えるうえで、その時の

子どもの興味や関心に合わせ絵本を選び、タイミングを

見て読み聞かせていくことが大切である。 
 
（２）かたつむりと絵本 
梅雨時期、雨上がりの園庭では、かたつむりを見つけ

てくる事が多くなり、園庭で出合う小さなかたつむりは

子どもにとって身近な生き物になっていった。すくすく

の森に出かけると、園庭ではなかなか見ることのできな

い大きなかたつむりに出合うこともできた。見つけたか

たつむりは子ども同士で、大きさの比べっこになること

もある。そして捕まえたかたつむりを「飼いたい」とい

う声が上がるようになった。 
かたつむりを見つけて捕まえることを楽しむようにな

っていた頃、「これ、読んで」とかたつむりの絵のつい

た絵本を持ってきた。以前読んだことのある絵本のシリ

ーズで「かたつむりののんちゃん」という絵本だった。

前回のような反応を期待して読んだが、子どもたちはあ

まり興味を示さなかった。絵本の中のかたつむりが首を

伸ばしたり、水の中を泳いだりするなど、子どもたちに

とってまだなじみのない場面が多く、親しみを感じるこ

とができなかったようだ。そこで科学絵本「かたつむり

のひみつ」を読んでみた。読んでいる間の子どもたちの

集中している様子や、読み終わった後、その本に数人の

子どもが集まり、頭を寄せて一生懸命見入っている様子

から、かたつむりの生態に興味関心があることが伺えた。 
ケースに餌を入れるなどして、かたつむりの家を作っ

た。その中でかたつむりが糞をすれば、その色に関心を

持ったり、ケースの壁についた跡を不思議に思い「この

跡はなにやろう？」と知ろうとしたり、再度絵本の周り

に集まって、目の前に見えたひとつひとつを確認しよう
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子どもの学びを深める絵本とのかかわり 
～身近な生き物や自然との出会いを通して～ 

岡林 明子（若草幼稚園） 

１ 研究目的 
日々の生活の中で、子どもたちはダンゴ虫やカタツム

リ、落ち葉など、身近な生き物や自然物に出会う。保育

者は、それらに興味や関心をもって関わってほしいとい

う願いを持っている。そこに教材として絵本はどう位置

づいていくのだろうか。本研究は、お話し絵本、科学絵

本、図鑑を視点にして、子どもの学びを深める絵本との

かかわりについて、事例を通して明らかにするものであ

る。

２ 事例 
（１）ダンゴ虫と絵本

入園した子どもたちが、最初に出会う生き物がダンゴ

虫だった。園庭や保育室前の花壇など身近な場所で見つ

けることができる。すでに名前を知っている子どももい

れば、初めて出合う子どももいて経験に差が見られた。

友だちが触っている様子を見たり、自分で触ったりしな

がら次第にたくさん集める事を楽しみ始めた。 
毎日ダンゴ虫を集めることを楽しむようになった頃、

「ころちゃんはだんごむし」という絵本を読んだ。見た

ことのあるダンゴ虫のお話に、「知っちゅうで。」「つ

かまえたことある。」など口々に言いながらお話の世界

に入っていった。絵本を見る子どもたちは、ころちゃん

になった気持ちで見ているようで、ころちゃんが危険な

時には体をすくめたり、「あぶない！」と声に出して知

らせようとする姿が見られた。 
次の日、子どものかかわり方に変化が見られた。今ま

では、見つけたダンゴ虫だけをカップやバケツに集めて

いたのに、絵本の冒頭で葉っぱを食べているシーンが印

象に残ったのか、葉っぱをケースに入れる姿が見られた。

また、地面の上にいるということからケースに砂を入れ

る姿もあり、ダンゴ虫の家を意識する姿があった。 
たくさんダンゴ虫を集め、かかわりを深めていくうち、

「これがおかあさんで、これがあかちゃん。」と言った

り「おなかになんかある！」と発見をするなど、大きさ

や色の違いだけでなく、他のダンゴ虫との違いに気付く

ようになった。そこで今度は写真を多く使った科学絵本

を読んだ。その絵本からダンゴ虫は生まれた時は白く、

皮を脱ぐごとに色が変わり大きくなることや、お腹に持

っていたものが赤ちゃんだということがはっきりとわか

った。そして、拡大された写真で脱皮する様子や、葉っ

ぱや脱いだ皮を食べるところを詳しく見ることができた。 
また、ダンゴ虫のうんちが土の栄養になることも知り、

栽培していたスイカの畑に捕まえたダンゴ虫をいれる姿

が見られ、知識を行動に表す姿が見られた。 
＜考察＞ 
お話し絵本の世界へ入り、ダンゴ虫のころちゃんの驚

きや冒険や安心に心を合わせていくことで、子どもたち

はダンゴ虫に親しみを持つようになった。次の日には、

自分の捕まえたダンゴ虫を写真で詳しく見ることができ、

今まで見ていたことがよくわかるきっかけとなった。た

だの物として集めていたダンゴ虫を自分と同じ命のある

存在としてとらえられるようになり、わかったことを遊

びの中で試す姿があった。日々の試行錯誤と絵本との往

復活動が子どもの知的好奇心を高めていくということが

いえるのではないだろうか。 
保育者はそんな子どもの姿を支えるうえで、その時の

子どもの興味や関心に合わせ絵本を選び、タイミングを

見て読み聞かせていくことが大切である。 
 
（２）かたつむりと絵本 
梅雨時期、雨上がりの園庭では、かたつむりを見つけ

てくる事が多くなり、園庭で出合う小さなかたつむりは

子どもにとって身近な生き物になっていった。すくすく

の森に出かけると、園庭ではなかなか見ることのできな

い大きなかたつむりに出合うこともできた。見つけたか

たつむりは子ども同士で、大きさの比べっこになること

もある。そして捕まえたかたつむりを「飼いたい」とい

う声が上がるようになった。 
かたつむりを見つけて捕まえることを楽しむようにな

っていた頃、「これ、読んで」とかたつむりの絵のつい

た絵本を持ってきた。以前読んだことのある絵本のシリ

ーズで「かたつむりののんちゃん」という絵本だった。

前回のような反応を期待して読んだが、子どもたちはあ

まり興味を示さなかった。絵本の中のかたつむりが首を

伸ばしたり、水の中を泳いだりするなど、子どもたちに

とってまだなじみのない場面が多く、親しみを感じるこ

とができなかったようだ。そこで科学絵本「かたつむり

のひみつ」を読んでみた。読んでいる間の子どもたちの

集中している様子や、読み終わった後、その本に数人の

子どもが集まり、頭を寄せて一生懸命見入っている様子

から、かたつむりの生態に興味関心があることが伺えた。 
ケースに餌を入れるなどして、かたつむりの家を作っ

た。その中でかたつむりが糞をすれば、その色に関心を

持ったり、ケースの壁についた跡を不思議に思い「この

跡はなにやろう？」と知ろうとしたり、再度絵本の周り

に集まって、目の前に見えたひとつひとつを確認しよう

としていた。 
特に、飼育する中で、科学絵本で知った食べ物と糞の

関係に興味を持ったようだった。 
＜考察＞

ダンゴ虫の時の手応えから、同じシリーズのかたつむ

りのお話し絵本を読んでみた。しかし、子どもの興味関

心が内容と合っておらず、ダンゴ虫の時のような反応は

見られなかった。親しみやすいといっても、いつでもお

話し絵本が子どもたちの興味を集めるというわけではな

かった。子どもたちはダンゴ虫の時の経験がある分、か

たつむりの生態に興味を持っており、何を食べるかとい

うことや飼い方などを知りたかったようだ。そこに「か

たつむりのひみつ」はぴったりだった。 
この科学絵本をもとにして、子どもたちはかたつむり

を飼育し、親しみと関わりを深めていった。ダンゴ虫の

ときと同じように、そこでも子どもたちに新たな視点や

発見があり、実物を直接見てかかわることと絵本を通し

て分かることの大切さが分かった。 
この事例を通して、保育者が絵本を選ぶとき、子ども

の姿から何に興味を持っているのかを見極めることが必

要だと感じた。 
 
（３）図鑑とのかかわり 
秋には、すくすくの森で、たくさんの生き物に出会う。

なかでも子どもたちが夢中になるのがバッタである。最

初は小さくて気付かなかったり、保育者が捕まえたもの

を見ることで満足し、バッタの跳んだあとを同じように

ピョンピョン跳ねて喜ぶ姿が見られていた。しかし、回

数を重ねるごとにだんだんむやみに動かなくなり、捕ま

える為にバッタの動きに同調するようになる。そうなっ

てくると捕まえることが楽しくなり、姿勢が低くなり、

目はバッタを追い、耳をすますようになる森から帰り「ば

ったのぴょん子ちゃん」を読んだ。すると１人がバッタ

の様子を思い出したのか、バッタになりきってピョンピ

ョン跳び始めた。すると次々と真似をしてクラスみんな

でバッタになって跳び始める。友だちと同じ動きをする

ことが楽しくて保育室を跳びはねて喜ぶ姿が見られ、ひ

としきり楽しんだ。また、好きな虫の絵を描いて楽しむ

姿もみられた。 
捕まえることがうまくなってくると、子どもの興味関

心が「捕まえる」ということから、「捕まえたバッタ」に

変わってきた。大きさや色、種類、そしてバッタの名前

に関心を持ち始め、図鑑に興味を示すようになった。は

じめは保育者が調べて子どもたちに見せていたが、たく

さんの種類の写真を見るだけでも楽しいらしく、数人の

子どもが自分たちで一緒に図鑑を見る姿がみられるよう

になった。そのなかで、見たことのあるバッタや、自分

が捕まえたことのあるバッタを見つけ喜ぶ姿がみられた。

そして、次第に子ども同士、森から帰った時や虫を捕え

た時に、図鑑をみることが習慣になった子どもの姿も見

られるようになった。 
＜考察＞

身近にいたダンゴ虫や捕まえたかたつむりなどと親し

みながらかかわっていく中で、物の特性を見る目や、違

いを見る目、多様な種類を見分ける目が育ってきたと考

える。この時期、子どもたちは、自ら捕まえたバッタを

よく見る姿があった。森にはバッタがたくさんいて、種

類も多い。大きさや色、形などバッタの種類に気付く大

きなきっかけになった。その気づきに「図鑑」の存在は

ぴったりときたのだろう。 
子どもたちは、バッタの種類や名前を調べる為に、図

鑑を使うことを知り、知りたいことや調べたいことがあ

る時は図鑑をみるようになった。そこには、違いがわか

ることの喜びと、知ることがうれしいという姿があり、

知識に対する好奇心の高まりが見られた。 
 
３ まとめ 
子どもの学びには親しんで関わること、そして知りた

いと思うことが密接に関わっている。身近な生き物に親

しみを持ち関わるようになると、興味や関心を持って対

象を見るようになり、より詳しく知ろうとするようにな

る。わかったことを通して対象と関わることで、新たな

視点や発見が生まれていく。そうした日々の遊びにおけ

る試行錯誤と絵本との往復活動の中で、子どもの知的好

奇心は高まっていく。 
絵本は大きく分けて、お話し絵本、科学絵本、図鑑に

分けられる。お話し絵本は情緒的な内容で子どもが親し

みを持ちやすく、お話の世界へ入りやすいという面があ

る。お話し絵本の中で自分と同化させながら、対象を命

ある存在として感じさせるはたらきをもっている。科学

絵本は、実物のある部分に焦点を絞った詳しい写真を見

ることができる。これは子どもの知りたい、わかりたい

という知的好奇心を支えていくことにつながっている。

図鑑は子どもが調べたいと思う捕まえた虫自体に興味関

心を持ち始めるところに位置づいていく。これまでの経

験の積み重ねから、対象を比較分類する目の育ちを感じ

ることができる。以上の点から、子どもにとって絵本（図

鑑）は重要な役目を持つと考える。 
保育者は絵本を選ぶとき、子どもが何にどのような興

味関心を持っているかを理解することが重要である。そ

れには子どもの日頃の対象との関わりの様子をよく見る

ことが大切で、子どもの活動を予測し意図的な援助や手

助けができるように、 
常にアンテナを張って 
おくことが大切である。 
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平成２6年度振興資料集④

◦平成２６年度私立幼稚園保育料等調査
国公私立幼稚園保育料等推移

（１人あたり年額／単位：円）

区分 国 立 公 立 私 立 公私格差

年度 保育料 入園料 計 保育料 入園料 計　Ａ 保育料 入園料 計　Ｂ （Ｂ－Ａ）

６１ ５２，８００ １８，０００ ７０，８００ ５３，４４７ ９０７ ５４，３５４ １４２，７８４ ３６，８８０ １７９，６６４ １２５，３１０

６２ ５２，８００ １８，０００ ７０，８００ ５５，１６１ ９４８ ５６，１０９ １４５，３４７ ３７，１７９ １８２，５２６ １２６，４１７

６３ ５２，８００ ２１，０００ ７３，８００ ５６，４４４ ９８０ ５７，４２４ １４８，１５１ ３７，５２６ １８５，６７７ １２８，２５３

元 ５４，６００ ２１，６００ ７６，２００ ５７，８３４ １，０００ ５８，８３４ １５２，６６８ ３７，９９７ １９０，６６５ １３１，８３１

２ ５４，６００ ２３，７００ ７８，３００ ５８，４６３ １，０２５ ５９，４８８ １６０，２７８ ３８，９４６ １９９，２２４ １３９，７３６

３ ５６，４００ ２３，７００ ８０，１００ ５９，４３５ １，０４３ ６０，４７７ １６７，８１２ ４０，０９０ ２０７，９０２ １４７，４２５

４ ５９，４００ ２６，０００ ８５，４００ ６０，８５０ １，０５７ ６１，９０７ １７７，３６４ ４２，０２７ ２１９，３９１ １５７，４８４

５ ６２，４００ ２６，０００ ８８，４００ ６３，１３０ １，１１０ ６４，２４０ １８６，３４８ ４３，８６０ ２３０，２０８ １６５，９６８

６ ６２，４００ ２９，０００ ９１，４００ ６４，１８０ １，１２５ ６５，３０５ １９３，５０４ ４５，３３０ ２３８，８３４ １７３，５２９

７ ６６，０００ ２９，０００ ９５，０００ ６５，７１３ １，１７１ ６６，８８４ ２００，２１２ ４６，２７７ ２４６，４８９ １７９，６０５

８ ６６，０００ ３０，０００ ９６，０００ ６６，８２３ １，２４９ ６８，０７２ ２０５，８７０ ４６，９８８ ２５２，８５８ １８４，７８６

９ ６６，０００ ３０，０００ ９６，０００ ６８，６３９ １，２０３ ６９，８４２ ２１２，０６３ ４７，７６５ ２５９，８２８ １８９，９８６

１０ ６６，６００ ３０，５００ ９６，５００ ７０，１６１ １，２１６ ７１，３７７ ２１６，４２３ ４８，３７８ ２６４，８０１ １９３，４２４

１１ ６８，４００ ３０，５００ ９８，９００ ７１，３４９ １，２３９ ７２，５８８ ２１９，９１６ ４８，６９３ ２６８，６０９ １９６，０２１

１２ ６８，４００ ３０，７００ ９９，１００ ７２，４５１ １，２３７ ７３，６８８ ２２２，９３４ ４８，９１１ ２７１，８４５ １９８，１５７

１３ ７０，８００ ３０，７００ １０１，５００ ７３，３５２ １，２３６ ７４，５８８ ２２６，０９８ ４９，３３２ ２７５，４３０ ２００，８４２

１４ ７０，８００ ３１，３００ １０２，１００ ７３，７７９ １，２１３ ７４，９９２ ２２８，３９３ ４９，６５３ ２７８，０４６ ２０３，０５４

１５ ７０，８００ ３１，３００ １０２，１００ ７４，５７２ １，２３７ ７５，８０９ ２２９，９９１ ４９，９０２ ２７９，８９３ ２０４，０８４

１６ ―― ―― ―― ７５，１７６ １，２０２ ７６，３７８ ２３２，２８４ ５０，０４１ ２８２，３２５ ２０５，９４７

１７ ―― ―― ―― ７５，３３３ １，２０５ ７６，５３８ ２３４，７１１ ５０，５５４ ２８５，２６５ ２０８，７２７

１８ ―― ―― ―― ７６，０８７ １，２３３ ７７，３２０ ２３７，３４８ ５０，７０９ ２８８，０５７ ２１０，７３７

１９ ―― ―― ―― ７６，６５２ １，２０９ ７７，８６１ ２４３，１８１ ５１，４４２ ２９４，６２３ ２１６，７６２

２０ ―― ―― ―― ７７，６３２ １，２０５ ７８，８３７ ２４７，４７８ ５１，８００ ２９９，２７８ ２２０，４４１

２１ ―― ―― ―― ７８，０２９ １，２１６ ７９，２４５ ２５１，２００ ５２，３６５ ３０３，５６５ ２２４，３２０

２２ ―― ―― ―― ７８，２６７ １，１９５ ７９，４６２ ２５３，４８０ ５２，２９８ ３０５，７７８ ２２６，３１６

２３ ―― ―― ―― ７８，４５１ １，２２４ ７９，６７５ ２５５，６９２ ５２，４１９ ３０８，１１１ ２２８，４３６

２４ ―― ―― ―― ７７，９４０ １，２０３ ７９，１４３ ２５７，４７８ ５２，５１９ ３０９，９９７ ２３０，８５４

２５ ―― ―― ―― ７８，５２２ １，１８８ ７９，７１０ ２５９，３４９ ５２，６２９ ３１１，９７８ ２３２，２６８

２６ ―― ―― ―― ７６，６２７ １，２００ ７７，８２７ ２６５，２５８ ５２，８０９ ３１８，０６７ ２４０，２４０

＊国立幼稚園の保育料等（平成１６年度以降）は、国立大学法人化に伴い各法人ごとに規定

　　　　　　　　　　　　私立幼稚園納入金平均額の推移�
（単位：円）

区分
１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率 金　額 上昇率

保育料 ２３７，３４８ １．１ ２４３，１８１ ２．５ ２４７，４７８ １．８ ２５１，２００ １．５ ２５３，４８０ ０．９ ２５５，６９２ ０．９ ２５７，４７８ ０．７ ２５９，３４９ ０．７ ２６５，２５８ ２．２

入園料 ５０，７０９ ０．３ ５１，４４２ １．４ ５１，８００ ０．７ ５２，３６５ １．１ ５２，２９８ ▲０．１ ５２，４１９ ０．２ ５２，５１９ ０．２ ５２，６２９ ０．２ ５２，８０９ ０．３

施設整備費 ３０，２９３ ▲９．５ ３２，２３６ ６．４ ３３，２５０ ３．１ ３４，１５１ ２．７ ３４，０６９ ▲０．２ ３５，５６６ ４．４ ３４，９０４ ▲１．９ ３４，４５８ ▲１．３ ３２，４８０ ▲５．７

計 ３１８，３５０ ▲０．１ ３２６，８５９ ２．７ ３３２，５２８ １．７ ３３７，７１６ １．６ ３３９，８４７ ０．６ ３４３，６７７ １．１ ３４４，９０１ ０．４ ３４６，４３６ ０．４ ３５０，５４７ １．２
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▲ 5.7

▲ 3.9

青　 森 ▲ 1.7 ▲ 25.5 ▲ 4.0

岩 　手 ▲ 26.3

宮   城 ▲ 23.5

秋   田 ▲ 5.7

山   形 ▲ 12.1

福   島

茨   城 ▲ 24.4

栃   木 ▲ 6.1

群   馬 ▲ 11.6

埼   玉 ▲ 1.2

千   葉

新   潟 ▲ 8.9

山   梨

富   山

石   川 ▲ 0.8

福   井 ▲ 26.1

長   野 ▲ 13.6

岐   阜 ▲ 1.0 ▲ 27.7

静   岡 ▲ 1.3 ▲ 3.4

愛   知 ▲ 1.0

三   重 ▲ 13.6

滋   賀 ▲ 2.7

京   都 ▲ 4.1

兵   庫 ▲ 2.8

奈   良 ▲ 0.5 ▲ 3.6

和歌山 ▲ 33.0

▲ 12.9

鳥   取 ▲ 8.9

島   根

岡   山 ▲ 21.9

広   島 ▲ 9.3

山   口 ▲ 18.6

徳   島 ▲ 0.2 ▲ 1.6 ▲ 5.8 ▲ 1.5

香   川 ▲ 10.1

愛   媛 ▲ 8.4

高   知 ▲ 0.5 ▲ 0.7

福   岡 ▲ 5.7

佐   賀 ▲ 8.8

長   崎 ▲ 1.4 ▲ 1.8

熊   本 ▲ 1.6 ▲ 31.4

大   分 ▲ 4.7

宮   崎 ▲ 0.8 ▲ 15.8

鹿児島 ▲ 8.1

沖   縄 ▲ 0.4

九
　
州

資料出所＝文部科学省

※各都道府県の「合計」欄については、各学校における授業料、入学料及び施設整備費等の合計額を集計し学校数
で除しているため、表中の各欄（授業料、入学料、施設整備費等）の合計と一致しないことがある。

神奈川

東
海
・
北
陸

近
　
畿

大　　阪

中
　
国

四
　
国

東　　京

平成26年度　私立幼稚園保育料等平均額
(単位：円)

都道府県名 保育料
対前年度
増▲減％

入園料
対前年度
増▲減％

施設整備費
対前年度
増▲減％

合計
対前年比
増▲減％

全国の平均

北海道

東
　
北

関
　
東
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（単位：円）

公立幼稚園 私立幼稚園 公私の格差 公私 公立幼稚園 私立幼稚園 公立幼稚園 私立幼稚園 公私の格差

保育料（Ａ） 保育料（Ｂ） （Ｂ）－（Ａ） 比率 入 　園　 料 入 　園　 料 合　計　（Ｃ） 合　計　（Ｄ） （Ｄ）－（Ｃ）

青　森

岩　手

宮　城

秋　田

山　形

福　島

茨　城

栃　木

群　馬

埼　玉

千　葉

新　潟

山　梨

富　山

石　川

福　井

長　野

岐　阜

静　岡

愛　知

三　重

滋　賀

京　都

兵　庫

奈　良

和歌山

鳥　取

島　根

岡　山

広　島

山　口

徳　島

香　川

愛　媛

高　知

福　岡

佐　賀

長　崎

熊　本

大　分

宮　崎

鹿児島

沖　縄

平成26年度　公私立幼稚園保育料等平均額の比較

都道府県名

全国の平均

　北　海　道

東
　
北

関
　
東

四
　
国

九
　
州

注）公私の比率は、公立幼稚園を１とした場合の私立幼稚園の率

資料出所＝文部科学省

　東　　 　京

　神　奈　川

東
海
・
北
陸

近
　
畿

　大　　 　阪

中
　
国
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56.6%

82.4%

70.2%

69.6%

69.4%

69.0%

68.4%

66.9%

65.1%

65.1%

64.1%

63.9%

63.2%

62.4%

61.6%

61.5%

61.4%

59.4%

55.7%

54.8%

53.7%

52.0%

50.4%

49.9%

49.8%

49.5%

49.2%

48.5%

48.1%

46.9%

45.7%

45.2%

45.0%

42.2%

40.6%

40.2%

38.4%

36.3%

33.5%

33.3%

33.0%

32.6%

32.3%

29.3%

29.1%

27.2%

26.7%

22.9%

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

全国

沖縄県

神奈川県

千葉県

福島県

埼玉県

徳島県

宮城県

静岡県

兵庫県

香川県

大阪府

東京都

栃木県

大分県

奈良県

茨城県

北海道

滋賀県

愛媛県

福岡県

山口県

京都府

三重県

岡山県

広島県

鹿児島県

愛知県

岐阜県

山形県

群馬県

岩手県

長崎県

佐賀県

和歌山県

秋田県

宮崎県

熊本県

山梨県

鳥取県

島根県

青森県

福井県

富山県

新潟県

石川県

高知県

長野県

都道府県別幼児教育・保育の普及状況（５歳児）

幼稚園就園率

41.3%

19.9%

25.2%

30.6%

29.5%

28.3%

35.6%

28.3%

33.4%

32.4%

40.7%

34.8%

36.5%

36.1%

35.0%

35.4%

36.9%

33.2%

42.5%

45.2%

43.6%

44.9%

45.8%

51.2%

48.2%

47.3%

46.3%

50.4%

52.6%

47.2%

52.6%

52.0%

50.6%

54.9%

57.1%

59.7%

50.6%

59.2%

65.9%

68.1%

65.6%

65.8%

68.6%

67.9%

71.3%

70.2%

73.1%

76.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保育所在籍率

（注）・保育所在籍率については、　「平成22年社会福祉施設等調査」（平成22年10月1日現在）を調査対象施設数及び集計施設数で
　　　　割り戻した数値を学年例別に換算し、文部科学省で推計したものである。
　　　・推計値であるため、幼稚園就園率と保育所在籍率の合計が100％を超えることがある。
 　(資料)文部科学省「平成22年度学校基本調査報告書」（平成22年5月1日現在）、厚生労働省「平成22年社会福祉施設等調査」
　　　　　　（平成22年10月1日現在）、総務省「平成22年国勢調査」（平成22年10月1日現在）
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　2月 22日、東京大学本郷キャンパス福武ホール
において、東京大学幼児教育研究会主催、( 公財 )
全日本私立幼稚園幼児教育研究機構共催による乳幼
児保育実践政策学シンポジウムが開催されました。
　はじめに、大槻達也国立教育政策研究所所長と
田中雅道（公財）全日私幼研究機構理事長の開会
挨拶があり、講演がはじまりました。まずアイス
ランド大学学校教育学部学部長・教授の Johanna 
Elnarsdottir 氏から「教育の連続性　北欧諸国の
視点から」をテーマに講演が行われました。次に、「フ
ィンランドにおける就学前教育から小学校教育への
移行～越境する子ども・保護者・教師」をテーマに
タンペレ大学学校教育学部副学部長・教授の Kirsti 
Karila 氏が講演を行いました。
　続いて、「北欧の教育の連続性から何を学ぶか」
をテーマに、白梅学園大学教授・無藤隆氏、（公財）
全日私幼研究機構研究研修委員長・安達譲氏、東京
大学大学院准教授・浅井幸子氏、東京大学大学院教
授・秋田喜代美氏をパネリストにシンポジウムが行
われました。

　なお、次号からこのシンポジウムの報告を私幼時
報に連載いたします。

㍿世界文化社 ワンダー営業本部
TEL：03-3262-5128  FAX:03-3262-6121

私立幼稚園経営者懇談会・著
248 ページ／税込 4,320 円
世界文化社刊／ 4061301

◆乳幼児保育実践政策学シンポジウム開かれる

北欧諸国における乳幼児教育から

小学校教育への連続性

アイスランド大学・Johanna Elnarsdottir 教授▲

タンペレ大学・Kirsti Karila 教授▲
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私立幼稚園に関する情報を知りたい 

すべての方に向けたポータルサイト 

 

「私立幼稚園.com」が 

3/23 リニューアルオープン 

 
全日本私立幼稚園連合会、 公財 全日本私立幼稚園幼児教育研究機構、全日本私立幼稚園ＰＴ

Ａ連合会ではこれまでそれぞれでホームページの運営を行ってまいりましたが、この度、 団体

のホームページを一つにした私立幼稚園のポータルサイト「私立幼稚園 」を立ち上げること

となりました。

これまでのホームページでは、利用者によって訪問先のホームページが異なっており、どのホ

ームページに自分の欲しい情報が掲載されているかが分かりづらい状況でした。この度のリニュ

ーアルでは、利用者の目線に立ったホームページを目指して、まず サイトに散らばっていた情

報の整理や再配置を行い、利用者別、目的別に分類し直しました。

また、最新の情報や利用頻度の高い情報、活用してほしい情報については適宜トップページに

見やすく配置いたします。全日私幼連のホームページではこれまで会員のページへの閲覧にはパ

スワードを設定しておりましたが、パスワードがあることで利用者のホームページ訪問への足を

遠ざけ、ホームページの本来の目的であった迅速な情報発信の機能を果たせていない状況でした。

「私立幼稚園 」ではパスワード閲覧のエリアを縮小し、利用者がパスワードによる煩わしさ

がなく情報を入手できるようにいたしました。あわせて、近年のスマートフォン普及に対応した

スマートフォン用のページも作成し、欲しい情報がスマートフォンからいつでも閲覧できるよう

にいたしました。

さらに、今回のリニューアルの最重要ポイントは、高セキュリティでのホームページ環境の実

現です。これまで以上にセキュリティレベルを高くしてホームページの改ざんやウイルス感染な

ど対策を強化し、利用者が安心して訪問できるようにいたしました。

なお、情報特急便は引き続き継続して配信してまいりますので、これまでご登録いただいたア

ドレスへの配信は引き続き行います。まだご登録がお済みでない加盟園の皆様におかれましては、

新規のご登録もよろしくお願いいたします。

公財 全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 調査広報委員会

ホームページリニューアルに伴う変更について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ホームページのリニューアルに伴い 公財 全日私幼研究機構 、全日

私 幼 Ｐ 連 及 び こ ど も が ま ん な か Ｐ Ｒ Ｏ Ｊ Ｅ Ｃ Ｔ

（ ）のホームページがリニューアル後 ： に統

合されます。ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。



　茨城県の誇りを一つご紹介します。
　北に北茨城市があります。海の色は濃い青で
す。作詞家野口雨情の出身地です。生家があり、
記念館もあります。「七つの子」「しゃぼん玉」「赤
い靴」「証

しょう
城
じょう
寺
じ
の貍

たぬきばやし
囃子」など先生方がよく知

っている歌があり、子どもたちにも伝えていき
たいものです。
　平成 27 年 8月 4日、5日の 2日間第 30 回
全日本私立幼稚園連合会関東地区教員研修大会
が茨城県の南西、つくば市で開催されます。す
でに準備が着々と進んでおり、基調講演、実技
演習、16 のフォーラムを開催、1,300 名の教
職員の皆さんの良き学びの機会にしたいと、茨
城県私立幼稚園連合会加盟187園並びに関係者
が一丸となって前向きに取り組んでいます。
　開催地つくば市は研究学園都市です。数多く
の研究所、整備された町並み、教育分野におい
ては小中一貫校なども積極的に取り組み、平成
25 年 11 月には第 8回小中一貫教育全国サミ
ット in つくばが開催されたばかりです。様々な
国際会議、5年後の東京オリンピックでも施設
の活用が期待されるところです。
　また、茨城県私立幼稚園における認定こども
園認定園数が平成 26年 4月時点で 46.4％を超
えました。平成 27年新制度施行時点では約 70
％までその数が増える見込みです。行政と教育、
保育を担う私たちが、協力して新制度に取り組
んでいることの一つの成果だと思います。
　新制度の理解、来年度 5歳児の保育料無償化、
全日私幼幼児教育研究機構からのゲスト、0～
2歳の育ち、公開保育、加えて県の魅力を変革
の年に発信できる機会を与えられたことに感謝
しています。
（茨城県私立幼稚園連合会教育研究委員長、坂東
市・岩井幼稚園／長谷川良則）

茨城の誇り

　平成２６年度は、香川県私立幼稚園連盟にと
って、嵐のような１年間でした。新制度への対
応で、各県とも大変だったことと思います。そ
の中にあって、８月４日・５日に、高松市にお
いて、四国地区教研大会を開催しました。その
当日、四国各地は台風の影響等により、高知県
を中心として記録的大雨に見舞われ、一時、大
会の開催自体が危ぶまれたほどでした。高知県
からは、JR線、高速道路とも高松へは通行でき
ず、また、浸水等の被害もあり、参加できない
方もおりましたが、多くの方が、愛媛県等を経
由して文字通り、万難を排して参加してくださ
いました。ありがとうございました。
　また、１０月２０日・２１日の設置者・園長
全国研修大会には、遠方から参加してくださ
り、ありがとうございました。うどん県という
別名のとおり、香川県と言えば、うどんですが、
当園の近くにも、有名うどん店があります。そ
こに行くついでということだと思いますが、園
長先生方には当園にもお立ち寄りいただきまし
た。
　そして、１２月には、全国人権・同和教育研
究大会が高松市で開催され、多くの教育関係者
が来県されました。
　いよいよ４月から子ども子育て支援新制度が
スタートします。この制度にあっては、幼児教
育の質の向上よりも、保育の量の拡充が優先さ
れているように思えます。だからこそ、私立幼
稚園は、園内研修および教職員研修のさらなる
充実によって、幼児教育の質を高めていく必要
があるのではないでしょうか。
（香川県私立幼稚園連盟副理事長、高松市・のぞ
み幼稚園／樫村文夫）

うどん県からの御礼

茨城県からのおたより 香川県からのおたより
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　皆さんの幼稚園、認定こども園では、卒園式は
もう終わられたでしょうか？そしてまた、学校評
価の作業を丁寧に終えられたでしょうか？
　子どもたちのこの一年間の成長を喜ぶ私たちは、
子どもたちの存在に大きく感謝したいと思います。
　さて、4月 1日から、子ども・子育て支援新制
度が始まります。今度の制度が、すべての子ども
たちにとってフェアな制度になるように、願って
います。一人ひとりが、かけがえのない一人なの
ですから。
　先頃 94歳で亡くなった、ドイツの元大統領リ
ヒャルト・フォン・ヴァイツゼッカーは、生前に
「われわれが今日、責任をもって取り組むべき、わ
れわれにとってもっとも重要な課題は、われわれ
に続く世代のために、生きるに値する将来を開く
ことである」と述べています。
� （調査広報委員・伊達季代子）

編集後記編集後記主な会合予定
◎会議
4月 24日 常任理事会 東京・私学会館

5月 8日 理事会 東京・私学会館

5月 20日 定時総会 東京・私学会館
8月 18日・

19日 第 6回幼児教育実践学会 福島・郡山女子大学
10月 26日・

27日 設置者・園長全国研修大会 岩手県・盛岡市

◎平成 27年度・地区教研大会
北海道地区 7月 30日・31日 北海道・札幌市

東北地区 10月 23日・24日 山形県・山形市
関東地区・
神奈川地区 8月 4日・5日 茨城県・つくば市

東京地区 7月 22日・23日 東京都・千代田区

東海北陸地区 7月 30日・31日 岐阜県・岐阜市
近畿地区・
大阪地区 7月 22日・23日 大阪府・大阪市

中国地区 8月 20日・21日 広島県・広島市

四国地区 8月 4日・5日 徳島県・徳島市

九州地区 8月 17日・18日 大分県・大分市

平成 27年度（第 2回）　免許状更新講習の認定一覧
●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習

講習の 
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

佐賀県 
佐賀市

本講では、国内外における幼児教育の潮流について、まず
映像を通してその実際を学びます。この学びを踏まえなが
ら、幼稚園教育要領・保育所保育指針の内容について学び
なおす時間とします。さらに、新たに策定された「幼保連
携型認定こども園教育・保育要領」の概略について学びな
がら、「子ども理解を深める・広げる」ための視点、また「根
拠に基づく保育実践」のための視点について、参加者同士
の「対話」をもとに学び合う研修とします。

那須　信樹 ( 東京家政大学教授 ) 6 時間 平成 27 年 5 月 16 日 50 人
平 27-
81340-
53208 号

定価 1,944円（税込）


